
〈
議
会
だ
よ
り
編
集
雑
感
〉

　

平
成
二
十
年
も
最
終
の
議

会
と
な
り
、
一
年
を
振
り
返

り
、
大
変
な
激
動
の
一
年
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
八
月
ま
で
の
世
界
経
済

は
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
等
の

消
費
の
増
大
に
よ
り
、
歴
史

上
ま
れ
な
る
経
済
発
展
が
な

さ
れ
た
か
に
思
わ
れ
た
中
、

急
転
直
下
の
ご
と
く
九
月
以

降
よ
り
百
年
に
一
度
と
い
う

不
況
の
渦
が
我
々
を
の
み
込

も
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
ど

も
阿
波
市
議
会
も
、
今
ま
で

以
上
の
危
機
感
を
も
ち
、
市

内
経
済
の
立
直
し
、
ま
た
雇

用
の
創
出
を
含
め
た
議
会
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。    

　

    　
　
　
　
　

 

（
森
本
）

問	

阿
波
農
業
高
校
が
、
統
合
に
よ

り
鴨
島
商
業
高
校
に
移
転
の
計
画
が

あ
る
が
、
一
部
施
設
に
つ
い
て
、
地

域
農
業
振
興
の
役
割
を
果
た
す
施
設

と
し
て
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答	

阿
波
市
と
し
て
も
統
合
計
画
に

は
反
対
し
て
き
た
が
、
県
の
方
針
も

あ
り
、
実
習
地
及
び
付
帯
施
設
等
を

残
す
と
い
う
こ
と
で
了
解
し
た
。
今

後
は
、
地
域
農
業
振
興
の
た
め
の
窓

口
と
し
て
残
し
て
欲
し
い
と
い
う
要

望
は
伝
え
て
い
き
た
い
。

問	

阿
波
市
で
は
、
文
化
的
活
動
が

活
発
で
あ
り
、
百
七
十
団
体
二
千
人

近
い
会
員
が
文
化
協
会
を
母
体
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
多
く
の
市
民
の

署
名
を
添
え
て
、
阿
波
市
民
文
化
会

館
建
設
に
つ
い
て
の
陳
情
を
出
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
へ
の
対
応
は
。

答	

阿
波
市
総
合
計
画
の
中
に
も
、

文
化
の
振
興
は
重
点
項
目
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

可
能
か
ど
う
か
調
査
研
究
す
る
。

問	

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
の
運

営
状
況
、
市
の
負
担
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
運
営
経
費
に
多
額
を
要
し
て

い
る
が
、
そ
の
こ
と
へ
の
対
応
は
。

答	

組
合
全
体
の
年
間
ゴ
ミ
処
理
量

は
約
二
万
二
千
ｔ
、
関
係
市
町
の
負

担
金
は
、
阿
波
市
が
約
七
億
七
千
万

円
、
吉
野
川
市
が
約
四
億
八
千
万
円
、

板
野
町
が
約
三
億
二
千
万
円
、
上
板

町
が
約
二
億
二
千
万
円
、
合
計
で
約

十
七
億
九
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

経
費
節
減
は
、
他
の
施
設
も
検
証
し

て
、
今
後
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

問	

新
生
阿
波
市
と
し
て
、
合
併
記

念
事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答	

明
る
い
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
市
民
の
皆
様
の
知
恵
を
借
り
、

取
り
組
む
方
向
で
検
討
し
た
い
。

問	
農
林
水
産
業
費
の
比
率
は
、
五

年
前
は
総
予
算
の
八
％
あ
っ
た
も
の

が
、
現
在
、
約
半
分
の
四
％
余
り
と

激
減
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答	

農
林
水
産
業
費
の
比
率
は
、

二
十
年
度
は
四
・
七
％
で
、
主
な
理
由

と
し
て
は
、
国
営
土
地
改
良
事
業
の

償
還
金
の
完
了
、
県
・
市
土
地
改
良

事
業
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問	

国
の
二
十
年
度
二
次
補
正
予
算

で
、
四
億
円
余
り
が
阿
波
市
に
交
付

の
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

使
途
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答	

商
店
街
の
活
性
化
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
が
対
象
と
思
う
。
自
治
体
独

自
の
判
断
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
商

店
街
の
活
性
化
、
農
業
振
興
等
々
に

使
え
る
よ
う
で
あ
る
。

問	

観
光
行
政
に
つ
い
て
、
土
柱
は
、

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

大
変
賑
わ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
波
濤

嶽
と
い
っ
て
山
の
上
に
橋
が
あ
り
、

茶
店
も
二
、三
軒
あ
っ
て
、
沢
山
の
人

が
訪
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
今
は
老
齢

期
に
入
っ
て
お
り
、
調
査
を
お
願
い

し
た
い
。

答	

他
に
四
嶽
、
合
計
五
嶽
の
保
存

管
理
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
い
わ
れ

て
お
り
、
緊
急
調
査
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

そ
の
後
保
存
管
理
計
画
を
作
成
す
べ

き
と
の
提
示
が
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
関
係
課
が
現
在
協
議
し
て
い
る
。

今
後
は
学
校
に
、
遠
足
、
家
族
で
の

見
学
等
を
、
な
お
一
層
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

問	

財
政
・
経
済
対
策
に
つ
い
て
、

世
界
的
経
済
不
況
の
中
、
国
が
緊
急

支
援
対
策
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い

る
が
、
阿
波
市
に
よ
る
支
援
対
策
に

つ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
計
画

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
雇
用
問
題
等

を
含
め
市
民
の
声
を
聞
く
窓
口
開
設

の
考
え
は
な
い
か
。

答	

現
段
階
で
は
、
国
・
県
と
対
応

に
つ
い
て
協
議
は
し
て
い
な
い
が
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
経
済
刺
激
対

策
は
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

事
業
十
ヵ
年
計
画
の
中
か
ら
、
即
対

応
で
き
る
よ
う
な
改
良
工
事
、
道
路

側
溝
の
整
備
、
舗
装
等
で
可
能
と
考

え
て
い
る
。
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
緊
急
に
相
談
窓
口
を
、
関
係
者

と
連
携
し
な
が
ら
立
ち
上
げ
た
い
と

思
う
。

問	

新
入
札
制
度
、
工
事
検
査
室
の

新
設
に
よ
り
、
工
事
の
品
質
等
は
向

上
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
担
当
部
課

の
現
状
は
ど
う
か
。

答	

電
子
入
札
に
つ
い
て
は
、
県
の

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し

て
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
入

札
制
度
に
つ
い
て
、
市
内
建
設
業
者

の
育
成
、
公
平
公
正
な
入
札
制
度
、

さ
ら
に
、
品
質
確
保
に
向
け
た
取
組

み
を
し
て
い
き
た
い
。
検
査
体
制
に

つ
い
て
も
、
市
職
員
は
も
と
よ
り
、

業
者
の
方
に
も
、
法
令
遵
守
や
品
質

確
保
に
向
け
た
意
識
の
向
上
が
感
じ

ら
れ
る
。

問	

市
内
各
地
域
の
集
会
所
、
公
園
、

神
社
等
の
水
道
使
用
料
は
、
毎
月
基

本
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
が
、
収
入
の
少
な
い
自
治
会
等
で

は
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
見
直
し
を
し
て
水
道
料
金
の

適
正
化
を
図
る
べ
き
で
は
。

答	

一
自
治
会
に
四
千
五
百
円
プ
ラ

ス
道
路
等
の
協
力
金
五
百
円
を
交
付

し
て
い
る
。
自
治
会
に
よ
っ
て
は
、

年
に
二
〜
三
回
、
三
千
円
を
皆
戸
別

か
ら
徴
収
し
て
会
を
守
っ
て
い
る
。

問	

市
内
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を

午
後
六
時
ま
で
と
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
園
長
が
常
駐
、
も
し
く

は
幼
稚
園
と
保
育
所
に
セ
ン
タ
ー
長

を
置
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答	

預
か
り
保
育
は
原
則
午
後
五
時

ま
で
と
し
て
い
る
が
、
保
護
者
か
ら

多
く
の
要
望
が
あ
り
、
六
時
ま
で
弾

力
的
に
運
用
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

長
の
件
は
、
子
育
て
支
援
課
と
も
相

談
し
な
が
ら
、
十
分
検
討
し
た
い
。

問	

市
内
Ａ
Ｃ
Ｎ
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｐ

電
話
の
普
及
率
は
。

答	

十
一
月
末
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
加
入
者
の
二
千
四
十
件
の
う
ち

千
百
五
十
六
件
で
、
市
内
全
世
帯
の

約
一
割
が
加
入
し
て
い
る
。

問	

市
内
観
光
名
所
を
ど
の
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
内
観

光
名
所
め
ぐ
り
の
企
画
、
観
光
案
内

板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答	

観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
阿
波
お
ど
り
会
館
等
に
配
布
し
て

い
る
。
名
所
め
ぐ
り
、
観
光
案
内
板

に
つ
い
て
は
、
よ
く
検
討
し
た
い
。

問	

土
柱
の
浸
食
デ
ー
タ
を
保
存
す

る
考
え
は
。

答	

今
後
緊
急
調
査
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

問	

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

抜
本
的
に
、
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答	

国
保
の
原
則
で
あ
る
独
立
採
算

で
維
持
す
る
た
め
に
は
、
四
十
五
％

程
度
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

国
保
運
営
協
議
会
で
、
激
変
緩
和

措
置
を
と
っ
て
ほ
し
い
旨
の
意
見
が

あ
り
、
市
議
会
全
員
協
議
会
を
経
て

十
一
％
増
の
税
改
正
に
な
っ
た
。
年

度
ご
と
に
収
支
を
見
な
が
ら
税
率
を

引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問	

国
保
会
計
も
、
今
の
う
ち
に
広

域
化
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

答	

国
保
財
政
が
厳
し
く
な
っ
た
の

は
、
国
庫
負
担
割
合
が
減
少
し
た
こ

と
が
原
因
の
一
つ
。
今
後
い
ろ
い
ろ

な
機
会
を
通
じ
て
、
広
域
化
を
含
め

国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問	

児
童
・
生
徒
の
、
教
師
に
対
し

て
の
暴
力
に
つ
い
て
。

答	

阿
波
警
察
署
と
教
育
委
員
会
が
、

問
題
行
動
へ
の
指
導
に
お
け
る
協
定

書
を
結
ん
で
い
る
。
暴
力
が
で
る
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
阿
波
警
察
署
と

も
相
談
を
す
る
。

問	

文
部
科
学
省
の
問
題
行
動
調
査

に
つ
い
て
。（
い
じ
め
の
問
題
）

答	

小
学
校
二
件
、
中
学
校
九
件
の

報
告
が
あ
っ
た
が
、
今
現
在
は
解
消

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

裏
サ
イ
ト
に
よ
る
い
じ
め
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
把
握
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

正
木
文
男 

議
員

（
阿
波
清
風
会
）

武
田　

矯 

議
員

（
志
政
ク
ラ
ブ
）

森
本
節
弘 

議
員

（
志
政
ク
ラ
ブ
）

木
村
松
雄 

議
員

（
志
政
ク
ラ
ブ
）

篠
原
啓
治 

議
員

（
市
民
ク
ラ
ブ
21
）

平成20年第4回（12月）  阿波市議会定例会　議決結果一覧表
議案番号 議　　　　案　　　　名 議決結果

議案第76号 平成２０年度阿波市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決

議案第77号 平成２０年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決

議案第78号 平成２０年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

議案第79号 平成２０年度阿波市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第80号 阿波市認可地縁団体印鑑条例の一部改正について 原案可決

議案第81号 阿波市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

議案第82号 阿波市土成中央ゲートボール場設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

諮 問 第 3 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任

議案第83号 阿波市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

発 議 第 8 号
国民健康保険に係る国庫負担割合の拡大及び国民健康保険財政への支援に
関する意見書の提出について

原案可決

活 動 状 況 報 告
１．阿波市における重要課題について、関係省庁・県選出国会議員に陳情
　　平成21年１月28日から１月29日、次の重要課題について、小笠原市長、稲岡議長をはじ
　め議員、及び事務担当者により、国土交通省道路局、同省河川局、山口俊一総理大臣補佐
　官はじめ県選出国会議員に陳情を行った。結果として、徳島自動車道の阿波ＰＡ付近での
　ゆずり車線着手等前向きな方向での回答を得たと考えている。
　【陳情項目】
　1）吉野川における無堤地区の早期解消及び内水対策について
　2）地方の道路整備と道路財源の確保を求める緊急要望
　　　徳島自動車道の早期４車線化・ゆずり車線の設置
　　　土成・脇ＩＣ間におけるスマートＩＣの建設
　　　県道志度山川線、宮川内牛島停車場線の整備推進 等
　3）国民健康保険に係る国庫負担割合の拡大及び国民健康保険財政への支援に関する協力に
　　ついて

２．中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）を視察
　日　時：平成20年11月21日　午後１時30分～
　参加者：阿波市議会選出の組合議員、及び参加を希望する議員
　概　要：施設内の視察、及び稼働状況、運営状況等について事務局より説明を受けた。
　【考察】
　　厳しい財政状況の中、ごみ処理経費の負担は市財政にとって大きなものがあり、少しで
　も効率的運用、経費節減に努めることが求められており、他の類似施設も参考としながら
　調査検討を進めたい。

総
理
大
臣
官
邸
で
説
明
を

受
け
る
議
員

国
土
交
通
省
で
の
陳
情


